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令和８年度 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校 学校経営方針（太字：変更事項）     

おおさわ学園の教育目標 

地域を愛し、自らの夢に向かって主体的に学び、 

心身ともにたくましい、国際性豊かな児童・生徒を育成する。 

おおさわ学園のめざす児童・生徒像 

１ 学び続ける人（自ら課題を発見・解決する力）  

２ 心身ともにたくましい人（健康・安全・食に関する力） 

３ 心豊かで共に生きる人（自他を尊重し人間関係を構築する力） 

 「おおさわ学園」の特色である天文台を中心とした地域資源を活用し、コミュニティ・ス

クールを基盤とした小・中一貫教育の更なる充実を図ります。予測困難な時代をたくましく

生きていくために児童が「人間力」・「社会力」を身に付け、知・徳・体のバランスのとれた

育成を目指します。自他共のウェルビーイングのため、学園・地域・保護者が協働したスク

ール・コミュニティを創造し、「天文台の森プロジェクト」を推進します。 

大沢台小学校の教育目標  夢 学び 心 ～生き生き すこやかに～ 

夢・・・めあてをもち、その実現に努力すること 

（自らめあてをもち主体的に粘り強く取り組み、課題解決・自己実現していく力） 

学び・・自ら、学力や体力を向上させること 

（自ら課題に気付き、すすんで考え、仲間と共に楽しく学び合う力） 

心・・・自他を大切にし、豊かな心を育むこと 

（互いに理解し合い認め合うことを通して、自己肯定感・自己有用感を高め成長していく力） 

確かな学力と体力、豊かな心を育みます 

Ⅰ 目指す学校像 

○子どもが楽しく学び、主体的に創造する学校 

○地域・保護者が学校と協働し、ウェルビーイングを実現する学校 

○教職員が働き方改革を推進し、ウェルビーイングを実現する学校 

  Ⅱ 学校経営の基本方針  

   １ 子どもの「夢」を育てます 

〇子どもの「やってみたい」ことや目標を実現させ、主体的・積極的に取組む子どもを育みます。 

〇子どもが自己決定・自己実現できる学校を創ります。合言葉は「みんなの笑顔 宇宙に輝く 一番

星」。教職員は、子どもたちのよき伴走者として指導・支援します。 

〇学校・地域・保護者が協働し学校３部制を充実させ、スクール・コミュニティを創造します。 

〇天文台を中心とした地域人財・施設等の活用や地域の方々とのふれあいや、学芸会等の文化的行

事や運動会等を通して、子ども一人ひとりの自己肯定感・自己有用感を高めます。 

〇道徳授業地区公開講座では、子どもが「夢を語る会」を行い、夢についての学びを深めます。 

   ２ 「学び」確かな学力と体力の向上を図ります 

     〇学習用タブレット端末の活用や読書活動、国語・算数の東京ベーシック・ドリルにも取り組み、

基礎・基本の定着を図ります。学園研・校内研における「自立した学び」の研究を通して授業改善を

図り、個別最適な学びと協働的な学びの一体化を推進します。 

〇地域資源の活用を通して体験的・探究的学習を充実し、「学び」の質の向上を図ります。 

〇主体的・対話的で深い学びの実現に向け教員の授業力を向上させます。算数では数直線等の数学

的な表現方法を活用し、思考力を高めます。家庭学習「学年×10分」も徹底します。 

〇体力向上・健康増進を目指した全校の取組、朝遊び、保健・体育授業を充実させます。 

   ３ 豊かな「心」を育みます 

〇「考え、議論する道徳」の授業を充実させ、自己肯定感・自己有用感や子どもが自他ともに大切

にする心を育みます。地域・保護者と協力して、基本的な学習習慣・生活習慣を確立します。 

〇いじめ防止、自殺予防、防災、平和教育に関する指導等安全・安心で快適な学校を目指します。 



  Ⅲ 具体的な姿 （◎は重点事項・太字：変更事項） 

 目指す 

学校 

教育目標 

子どもが楽しく学び、 

主体的に創造する学校 

地域・保護者が学校と協働し、ウ

ェルビーイングを実現する学校     

教職員が働き方改革を推進

し、ウェルビーイングを実現

する学校    

夢 

(生き方 ) 

 

 

① ◎「みんなの笑顔 宇宙に輝く 

一番星」 を合言葉に子どもが

主体的に楽しい学校を創り出

します。 

②子どもの「やってみたい」を実

現させ、自己決定・自己実現を

通して自己肯定感を高めます。 

③文化的行事（☆学芸会・展覧

会・音楽会）や運動会等を通し

て、子どもの表現力・感性・夢

を育みます。（☆今年度実施） 

④運動会では５・６年生全員で鼓

笛隊を編成し、自己肯定感・自

己有用感を高めます。 

⑤道徳授業地区公開講座で「夢を

語る会」を行い、夢についての

学びを深めます。 

①コミュニティ・スクールと協

働し、小・中一貫教育の充実

を図ります。 

②◎PTAや地域行事の参加・

交流・協力により、学校と地

域や保護者が連携・協働し

て、学校を核としたスクー

ル・コミュニティを共創しま

す。 

③文化的行事（学芸会・展覧

会・音楽会）や運動会、学校

公開などで、学校と地域・保

護者で協働して、児童の学び

を深め、夢を実現させます。 

①◎優しさと愛情に満ちた指

導を通して信頼関係を深め

ます。そして、一人ひとり

の子どもの個性や長所を認

めて伸ばし、自己肯定感・

自己有用感を高めます。 

②教職員がチームワークを大

切にして、子どもたちの人

間力・社会力を育みます。 

③文化的行事（学芸会・展覧

会・音楽会）や運動会、学

校公開等で、子どもの表現

力・感性・夢を育み、自己

肯定感・自己有用感を高め

ます。 

学び 

(知育・ 

 体育) 

 

 

①◎天文台や野川、ICU等の地域

人財・施設等の活用や地域の

方々とのふれあいを通した体験

的・探究的な学習で、学ぶ楽し

さを実感させます。 

②読書活動、東京ベーシック・ド

リル（国語・算数）、1分間ス

ピーチ、補充学習を充実し学習

習慣を高めます。 

③朝遊び等を通して体力・コミュ

ニケーション力・生活リズムの

向上や脳の活性化を図ります。 

④縦割り班活動や全校遠足等を通

して、子どもの主体性や体力の

向上を目指します。 

①◎ＣＳ委員会やおおさぽと連

携して、ゲストティーチャー

やサポート隊を活用します。

天文台や野川、ICU等の地域人

財・施設等を有効活用した学

習を推進します。 

②家庭と連携して、読書活動、

東京ベーシック・ドリル（国

語・算数）、家庭学習（学年

×１０分）の充実を図りま

す。 

③おおさぽや大沢けやきっずと

連携して、朝遊びや放課後の

教室開放を充実させます。 

 

① ◎小・中一貫カリキュラム

やおおさぽMAPを活用し

地域資源を活用し体験的・

探究的学習を充実します。 

②読書活動、東京ベーシッ

ク・ドリル（国語・算

数）、・1分間スピーチ、補

充学習を充実し基礎・基本

を定着させます。 

③学園研・校内研で「自立した学

び」を深め個別最適で協働的

な学びの一体化を図ります。 

④数直線等の数学的な表現方

法を授業で活用し、思考力

を高めます。 

心 

（徳育） 

 

 

①◎自分と周りの人を大切にする

心を育み、自己肯定感・自己有

用感を高めます。 

②「いちごあじ」を合言葉により

よい生活を目指します。 

③様々な交流活動により、個性の

尊重、人権尊重及びボランティ

アの精神を高めます。 

④いじめ・不登校ゼロを目指しま

す。 

①◎ＣＳ、おおさぽ、PTA、大

沢けやきっず、青少対、交通

対、おやじの会等と連携をよ

り深め学校３部制の第２・３

部、健全育成、交通安全、防

災、平和教育を推進します。 

②環境教育を充実させます。(校

庭芝生、節水・節電・リサイ

クル等、SDGｓの取組も推進

します) 

①◎子どもの気持ちに寄り添

う指導を心がけ、信頼関係

を築きます。 

②危機管理意識を高め、安

全・安心な学校にします。 

③常に服務に厳正で、教育公

務員としての自覚と誇りを

もって職務に専念します。 

④防災意識を高め、自助・共

助の力を高めます。 

総合的 

には… 

 

①◎委員長会議等を実施し、子ど

もの「やってみたい」があふ

れ、自己実現・自己決定できる

楽しい学校を創ります。 

②学力・体力・自己肯定感・自己 

有用感を高め、子どもの主体性

や挑戦する力を高めます。 

①おおさぽ等と連携し児童の学

びを深め成長を見守ります。 

②◎天文台周辺のまちづくりや

天文台の森プロジェクトを強

く推進します。 

③学園・学校評価を活用し学校

改善を図ります。 

①◎働き方改革を推進し、「チ

ーム大沢台」として、効率

的かつ組織的な学校運営を

行い、自らのウェルビーイ

ングを目指します。 

②ホームページを充実し、学

校の見える化を進めます。 



☆令和 5～7年度の取組結果（おおさわ学園アンケート等より）・令和 8年度の目標 

（数字は｢とてもそう思う・そう思う」の回答を得た肯定的な評価の割合です。また、教員の数値は教員

自身が目標を達成するために努力しているかの数値で、児童を客観的に捉えた数値ではありません。） 

№ 内  容 
R5結果 

(前年比増△・▼減) 
R６結果 R７結果 R８目標 

１ 
家庭学習「学年×10 分」

をすすんでしていますか。 

保護者  － 

教員  68.1％△ 

児童  66.1％△ 

－ 

84.2％△ 

71.4％△ 

－ 

80.9％▼ 

61.7％▼ 

－ 

85％以上 

75％以上 

２ 家で読書をしていますか。 

保護者 46.3％▼ 

教員  68.2％ 

児童  79.7％△ 

55％△ 

84.3％△ 

72.3％▼ 

49％▼ 

57.1％▼ 

70.4％▼ 

70％以上 

85％以上 

80％以上 

３ 

自分には、いいところ 

（長所）がありますか。 

【自己肯定感】 

保護者   － 

教員  100％ 

児童  79.3％△ 

－ 

94.8％▼ 

83.7％△ 

－ 

100％△ 

79.8％▼ 

－ 

100％ 

85％以上 

４ 

ほかの人の役に立ってい

ると思うことがあります

か。【自己有用感】 

保護者  － 

教員  100％ 

児童  70.7％ 

－ 

100％ 

77.2％△ 

－ 

100％ 

73.4％▼ 

－ 

100％ 

80％ 

５ 
すすんであいさつが、 

できましたか。 

保護者  － 

教員  95.5％△ 

児童  87.3％△ 

－ 

94.7％▼ 

77.1％▼ 

－ 

100％△ 

81.8％△ 

－ 

100％ 

88％以上 

６ 
その場に合った言葉遣い

ができましたか。 

保護者  － 

教員  100％△ 

児童  74.5％▼ 

－ 

100％ 

83.4％△ 

－ 

95.4％▼ 

73.9％▼ 

－ 

100％ 

85％以上 

７ 時間を守っていますか。 

保護者  － 

教員  95.5％△ 

児童  79.7％▼ 

－ 

94.8％▼ 

85.4％△ 

－ 

95.5％△ 

76.2▼ 

－ 

100％ 

86％以上 

８ 
身の回りの整理整頓が、 

できていますか。 

保護者 46.4％△ 

教員   95.5％△ 

児童   69.8％△ 

48％△ 

84.2％▼ 

77.3％△ 

41％▼ 

90.5％△ 

70％▼ 

70％以上 

100％ 

80％以上 

９ 忘れ物をしませんか。 

保護者   － 

教員  95.5％△ 

児童  76.4％△ 

－ 

94.7％▼ 

83.3％△ 

－ 

95.5％△ 

75.1％▼ 

－ 

100％ 

85％以上 

☆考察 

【学力向上に向けて】 

 〇家庭学習「学年×１０分」の児童の数値が 61.4％と、10ポイントほど下げ大きな課題である。

学校と連携して、家庭でもしっかりと学習する習慣を身に付けることが重要である。家庭において

宿題や自主学習が終わったら、残りの時間は東京ベーシック・ドリルや読書をする習慣を付けさせていく。 

 〇家庭での読書の習慣の児童の数値が下がっている。今後も学校や家庭での読書活動を推進し、国

語の読解力・表現力・創造力を高め、豊かな心を育てていく。 

【自己肯定感・自己有用感と生活目標について】 

 〇合言葉「みんながつくる みんなでつくる 笑顔あふれる虹のかがやき」を目指し、運動会や音

楽会など、様々な行事や学習で子どもたちが活躍し自己決定できる場面が多くあった。しかし、

自己肯定感や自己有用感の数値は下がっている。これは、生活面での自信のなさが原因だと考え

られる。忘れ物や整理整頓の数値の低さが、自己肯定感・自己有用感の低さに表れていると考え

ている。児童の実態や発達段階に応じた具体的な指導や支援を継続し、家庭と連携しながら日常

的に児童に声をかけていく。また、自己肯定感・自己有用感の見える化・視覚化も行っていく。 


